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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　録画済みの番組または放送予定の番組の中から所定のキーワードに関連する番組を選択
する選択手段と、
　前記キーワードに基づいて選択された複数の番組毎に優先度を設定する設定手段と、
　番組を選択した基準についての説明を複数表示させ、それぞれの前記説明の隣に、選択
された前記番組の番組情報に含まれる情報を表示させる表示制御手段と
　を備え、
　前記選択手段は、人物を基準として番組を選択する場合、録画済みまたは受信予定の番
組の番組情報の中に出演者として最も多く含まれる人物を選択して、選択した人物が出演
している録画済みまたは受信予定の番組を選択し、ジャンルを基準として番組を選択する
場合、基準としているジャンルの番組を選択し、
　前記設定手段は、前記キーワードに基づいて選択された複数の番組毎に、前記番組の提
供日時と現日時との日時差に応じて変化させた優先度を設定し、
　前記表示制御手段は、設定された優先度に応じて、文字のフォント、色、大きさを変え
て、それぞれの特集の内容と番組の情報を表示させる
　情報処理装置。
【請求項２】
　前記設定手段は、さらに、ユーザの嗜好と、番組を選択した基準についての前記説明と
番組の情報を表示するタイミングのうちの少なくともいずれかに基づいて、同じ基準に基
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づいて前記選択手段により選択された複数の番組毎に優先度を設定する
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記表示制御手段は、前記設定手段により設定された優先度の高い順に、それぞれの特
集の内容と番組の情報を表示させる
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記表示制御手段は、番組の情報として録画済みの番組の情報を表示させる場合、番組
のタイトルを文字で表示させるとともに、その文字の近傍に、録画済みの番組のデータか
ら取得された番組の画像を表示させる
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記表示制御手段は、番組の情報として、所定の周期で受信される連続番組のうちの、
番組を選択した基準についての前記説明と番組の情報を表示するタイミングを基準として
次の受信予定の番組の情報を表示させる場合、次の受信予定の番組のタイトルを文字で表
示させるとともに、その文字の近傍に、連続番組のうちの録画済みの番組のデータから取
得された番組の画像を表示させる
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記選択手段は、番組の特集のもとになる基準を所定の周期で替えて、番組を選択する
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記表示制御手段は、電源の投入が指示されたとき、番組を選択した基準についての前
記説明と番組の情報を表示させる
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　情報処理装置の情報処理方法において、
　録画済みの番組または放送予定の番組の中から所定のキーワードに関連する番組を選択
する選択ステップと、
　前記キーワードに基づいて選択された複数の番組毎に優先度を設定する設定ステップと
、
　番組を選択した基準についての説明を複数表示させ、それぞれの前記説明の隣に、選択
された前記番組の番組情報に含まれる情報を表示させる表示制御ステップと
　を含み、
　前記選択ステップの処理においては、人物を基準として番組を選択する場合、録画済み
または受信予定の番組の番組情報の中に出演者として最も多く含まれる人物が選択されて
、選択した人物が出演している録画済みまたは受信予定の番組が選択され、ジャンルを基
準として番組を選択する場合、基準としているジャンルの番組が選択され、
　前記設定ステップの処理においては、前記キーワードに基づいて選択された複数の番組
毎に、前記番組の提供日時と現日時との日時差に応じて変化された優先度が設定され、
　前記表示制御ステップの処理においては、設定された優先度に応じて、文字のフォント
、色、大きさを変えて、それぞれの特集の内容と番組の情報が表示される
　情報処理方法。
【請求項９】
　録画済みの番組または放送予定の番組の中から所定のキーワードに関連する番組を選択
する選択ステップと、
　前記キーワードに基づいて選択された複数の番組毎に優先度を設定する設定ステップと
、
　番組を選択した基準についての説明を複数表示させ、それぞれの前記説明の隣に、選択
された前記番組の番組情報に含まれる情報を表示させる表示制御ステップと
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　を含む処理をコンピュータに実行させ、
　前記選択ステップの処理においては、人物を基準として番組を選択する場合、録画済み
または受信予定の番組の番組情報の中に出演者として最も多く含まれる人物が選択されて
、選択した人物が出演している録画済みまたは受信予定の番組が選択され、ジャンルを基
準として番組を選択する場合、基準としているジャンルの番組が選択され、
　前記設定ステップの処理においては、前記キーワードに基づいて選択された複数の番組
毎に、前記番組の提供日時と現日時との日時差に応じて変化された優先度が設定され、
　前記表示制御ステップの処理においては、設定された優先度に応じて、文字のフォント
、色、大きさを変えて、それぞれの特集の内容と番組の情報が表示される
　プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報処理装置および方法、並びにプログラムに関し、特に、録画済みの番組
と放送予定の番組の中から、ある主題をもとに選択された番組をユーザに提示することが
できるようにする情報処理装置および方法、並びにプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年販売されているハードディスクレコーダなどのディジタル録画機器の中には、録画
済みの番組から所定の番組を選択し、選択した番組を推薦番組としてユーザに提示する機
能が搭載されているものがある。
【０００３】
　このような機器においては、例えば、ユーザにより選択されたジャンルの番組や、ユー
ザにより選択されたキーワードをタイトルに含む番組が推薦番組となるように、EPG(Elec
tronic Program Guide)から取得された録画済みの番組の番組情報と、ユーザによる設定
に基づいて番組の選択が行われる。
【０００４】
　また、操作履歴などに基づいてユーザの嗜好を解析し、ユーザの設定などによらずに、
自動的に、推薦番組を選択する機能を有するものもある。例えば、特許文献１には、ユー
ザの嗜好を表す嗜好ベクトルと、番組情報から取得された、番組の特徴を表す番組ベクト
ルとをマッチングし、マッチング結果に基づいて推薦番組を選択する技術が開示されてい
る。特許文献１にはまた、選択した推薦番組を、それを推薦する理由とともに表示するこ
とも開示されている。
【特許文献１】特開２００４－３５５３４０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、このような従来のディジタル録画機器においては、推薦番組を選択し、
ユーザに提供することができるものの、その表示は、番組のタイトルを推薦の理由ととも
にリスト化して表示したりするだけであるから面白みに欠け、どのような番組が推薦番組
として挙げられているのかをユーザが気軽に確認することができないという課題があった
。
【０００６】
　仮に、単なるタイトルのリストではなく、雑誌の表紙や目次のように、その雑誌に掲載
されている複数の特集記事の概要が、写真なども適宜交えて提示されるのと同じような形
で、推薦番組の情報なども提示されることにより、ユーザは、どのような番組が推薦番組
として挙げられているのかを気軽に確認することができるものと考えられる。
【０００７】
　また、リスト化して表示される番組のタイトルは、その全てが同じ色の文字で表示され
るされるだけであるから、１つの画面に表示するタイトルの数によっては見づらく、使い
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づらいという課題もあった。
【０００８】
　本発明はこのような状況に鑑みてなされたものであり、特に、録画済みの番組と放送予
定の番組の中から、ある主題をもとに選択された番組をユーザに提示することができるよ
うにするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の情報処理装置は、録画済みの番組または放送予定の番組の中から所定のキーワ
ードに関連する番組を選択する選択手段と、キーワードに基づいて選択された複数の番組
毎に優先度を設定する設定手段と、番組を選択した基準についての説明を複数表示させ、
それぞれの説明の隣に、選択された番組の番組情報に含まれる情報を表示させる表示制御
手段とを備え、選択手段は、人物を基準として番組を選択する場合、録画済みまたは受信
予定の番組の番組情報の中に出演者として最も多く含まれる人物を選択して、選択した人
物が出演している録画済みまたは受信予定の番組を選択し、ジャンルを基準として番組を
選択する場合、基準としているジャンルの番組を選択し、設定手段は、キーワードに基づ
いて選択された複数の番組毎に、番組の提供日時と現日時との日時差に応じて変化させた
優先度を設定し、表示制御手段は、設定された優先度に応じて、文字のフォント、色、大
きさを変えて、それぞれの特集の内容と番組の情報を表示させる。
【００１３】
　前記設定手段は、さらに、ユーザの嗜好と、番組を選択した基準についての説明と番組
の情報を表示するタイミングのうちの少なくともいずれかに基づいて、同じ基準に基づい
て選択手段により選択された複数の番組毎に優先度を設定するようにすることができる。
【００１４】
　表示制御手段は、設定手段により設定された優先度の高い順に、それぞれの特集の内容
と番組の情報を表示させるようにすることができる。
【００１５】
　表示制御手段は、設定手段により設定された優先度に応じて、文字のフォント、色、大
きさを変えて、それぞれの特集の内容と番組の情報を表示させるようにすることができる
。
【００１６】
　表示制御手段は、番組の情報として録画済みの番組の情報を表示させる場合、番組のタ
イトルを文字で表示させるとともに、その文字の近傍に、録画済みの番組のデータから取
得された番組の画像を表示させるようにすることができる。
【００１７】
　表示制御手段は、番組の情報として、所定の周期で受信される連続番組のうちの、番組
を選択した基準についての前記説明と番組の情報を表示するタイミングを基準として次の
受信予定の番組の情報を表示させる場合、次の受信予定の番組のタイトルを文字で表示さ
せるとともに、その文字の近傍に、連続番組のうちの録画済みの番組のデータから取得さ
れた番組の画像を表示させるようにすることができる。
【００１８】
　生成手段は、番組の特集のもとになる基準を所定の周期で替えて、番組を選択するよう
にすることができる。
【００１９】
　表示制御手段は、電源の投入が指示されたとき、番組を選択した基準についての前記説
明と番組の情報を表示させるようにすることができる。
【００２０】
　本発明の情報処理方法は、録画済みの番組または放送予定の番組の中から所定のキーワ
ードに関連する番組を選択する選択ステップと、キーワードに基づいて選択された複数の
番組毎に優先度を設定する設定ステップと、番組を選択した基準についての説明を複数表
示させ、それぞれの説明の隣に、選択された番組の番組情報に含まれる情報を表示させる
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表示制御ステップとを含み、選択ステップの処理においては、人物を基準として番組を選
択する場合、録画済みまたは受信予定の番組の番組情報の中に出演者として最も多く含ま
れる人物が選択されて、選択した人物が出演している録画済みまたは受信予定の番組が選
択され、ジャンルを基準として番組を選択する場合、基準としているジャンルの番組が選
択され、設定ステップの処理においては、キーワードに基づいて選択された複数の番組毎
に、番組の提供日時と現日時との日時差に応じて変化された優先度が設定され、表示制御
ステップの処理においては、設定された優先度に応じて、文字のフォント、色、大きさを
変えて、それぞれの特集の内容と番組の情報が表示される。
【００２１】
　本発明のプログラムは、録画済みの番組または放送予定の番組の中から所定のキーワー
ドに関連する番組を選択する選択ステップと、キーワードに基づいて選択された複数の番
組毎に優先度を設定する設定ステップと、番組を選択した基準についての説明を複数表示
させ、それぞれの説明の隣に、選択された番組の番組情報に含まれる情報を表示させる表
示制御ステップとを含む処理をコンピュータに実行させ、選択ステップの処理においては
、人物を基準として番組を選択する場合、録画済みまたは受信予定の番組の番組情報の中
に出演者として最も多く含まれる人物が選択されて、選択した人物が出演している録画済
みまたは受信予定の番組が選択され、ジャンルを基準として番組を選択する場合、基準と
しているジャンルの番組が選択され、設定ステップの処理においては、キーワードに基づ
いて選択された複数の番組毎に、番組の提供日時と現日時との日時差に応じて変化された
優先度が設定され、表示制御ステップの処理においては、設定された優先度に応じて、文
字のフォント、色、大きさを変えて、それぞれの特集の内容と番組の情報が表示される。
【００２２】
　本発明の情報処理装置および方法、並びにプログラムにおいては、録画済みの番組また
は受信予定の番組の中から所定のキーワードに関連する番組が選択され、キーワードに基
づいて選択された複数の番組毎に優先度が設定され、番組を選択した基準についての説明
が複数表示され、それぞれの前記説明の隣に、選択された番組の番組情報に含まれる情報
が設定された優先度に応じて、文字のフォント、色、大きさを変えて表示される。なお、
優先度は、番組の提供日時と現日時との日時差に応じて変化されて設定される。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明によれば、ある主題をもとに選択された番組を提示することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３０】
　以下、本発明の実施の形態について図を参照して説明する。
【００３１】
　図１は、本発明を適用した情報処理装置１と、情報処理装置１とケーブルを介して接続
されるテレビジョン受像機２（以下、TV２という）の外観の例を示す図である。
【００３２】
　情報処理装置１は、HDD(Hard Disk Drive)を内蔵するディジタル録画機器であり、図示
せぬアンテナにおいて受信された放送波から番組のデータを取得し、取得した番組のデー
タをHDDに記憶する（番組を録画する）。
【００３３】
　情報処理装置１は、放送されてきたEPGを取得したり、インターネットを介して接続さ
れる所定のサーバからダウンロードすることによってEPGを取得したりする機能も有する
。EPGには、それぞれの番組について、番組のタイトル、ジャンル、放送日時、出演者、
番組の概要などの番組情報が含まれている。
【００３４】
　このような機能を有する情報処理装置１においては、録画済みの番組、または、これか
ら放送予定の番組の中から、例えば、「今日のこの人」、「注目のドラマ」といったよう
な主題をもとに、それらの主題にあう所定の番組が選択されることによって番組の特集が
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生成され、その内容が推薦番組の情報としてTV２に表示される。番組の選択の際には、そ
れぞれの番組の番組情報が参照される。
【００３５】
　図を参照して後述するように、番組の特集が表示される画面には、「今日のこの人」、
「注目のドラマ」などのような複数の異なる特集の内容と、それぞれの特集の内容に応じ
て選択された番組（以下、適宜、特集番組という）のタイトルやキーワードなどの情報が
表示される。
【００３６】
　このように、ある主題をもとに選択された番組の特集といった形で、録画済みの番組、
または放送予定の番組の中から選択された所定の番組が推薦番組として表示されることか
ら、単に、番組のタイトルのリストが表示される場合に較べて提示の仕方に強弱がつくこ
とで雑誌の目次のごとく“一瞥”で概要が把握できるとともに面白みが生じ、これにより
、ユーザは、気軽に、番組を確認することができる。
【００３７】
　また、特集の内容は、日替わりなどの所定の周期で、あるいは、ユーザの嗜好、画面の
表示タイミングなどに応じて替えられることから、ユーザは、その都度、異なる番組の特
集を確認することができる。
【００３８】
　番組の特集を生成し、その内容を表示する情報処理装置１の動作についてはフローチャ
ートを参照して後述する。なお、以下、番組の特集の内容などが表示される画面を特集番
組／キーワード目次画面という。
【００３９】
　図２は、情報処理装置１によりTV２に表示される画面の遷移の例を示す図である。図２
に示す各画面の詳細については、適宜、図を参照して後述する。
【００４０】
　情報処理装置１を用いた各種の操作は、基本的に、メニュー画面Ｓ1から、リモートコ
ントローラを用いて行われる。
【００４１】
　メニュー画面Ｓ1には、特集番組／キーワード目次画面の表示を指示するとき選択され
るアイコンが表示されており、そのアイコンが選択されたとき、白抜き矢印Ａ1の先に示
すように、TV２には、メニュー画面Ｓ1に替えて特集番組／キーワード目次画面Ｓ2が表示
される。
【００４２】
　なお、図２に示すように、リモートコントローラ１１に用意された画面表示ボタン１１
Ａが押下されたとき、あるいは、電源ボタン１１Ｂが押下されたときに特集番組／キーワ
ード目次画面Ｓ2が表示されるようにしてもよい。
【００４３】
　電源が投入されてから、録画済みの番組の再生などの処理が実行可能になるまでに時間
がかかる場合、このように、電源ボタン１１Ｂが押下されたときに特集番組／キーワード
目次画面Ｓ2が表示されるようにすることで、ユーザは、各種の操作をするまでの時間を
退屈することなく待つことができる。また、電源ボタン１１Ｂが押下された後に何も操作
が行われないとき、一定時間だけ特集番組／キーワード目次画面Ｓ2が自動的に表示され
、その後、放送中の番組の画面などが表示されるようにしてもよい。
【００４４】
　特集番組／キーワード目次画面Ｓ2には、特集の内容と、特集番組のタイトルなどの情
報が表示される。ユーザは、特集番組／キーワード目次画面Ｓ2から、それぞれの特集番
組を紹介する特集番組紹介画面Ｓ3-1乃至Ｓ3-(n-1)を表示させることができる。特集番組
紹介画面Ｓ3-1乃至Ｓ3-(n-1)には、それぞれの特集番組の概要の詳細や、特集番組に関連
する他の番組の情報などが表示される。
【００４５】
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　また、特集番組紹介画面Ｓ3-1乃至Ｓ3-(n-1)には、紹介する特集番組が放送予定の番組
である場合、その放送予定の特集番組の録画予約を設定するときに操作される録画予約ボ
タンも表示され、また、紹介する特集番組が録画済みの番組である場合、その録画済みの
特集番組の再生を開始するとき操作される再生ボタンも表示される。
【００４６】
　録画予約ボタンが操作された場合、白抜き矢印Ａ2の先に示すように、TV２には、特集
番組紹介画面Ｓ3-1乃至Ｓ3-(n-1)に替えて予約画面Ｓ4-1が表示される。ユーザは、予約
画面Ｓ4-1から、特集番組の録画が行われる時間帯や放送チャンネルなどの録画予約の設
定の詳細を確認することができる。
【００４７】
　また、再生ボタンが操作された場合、白抜き矢印Ａ2の先に示すように、TV２には、特
集番組紹介画面Ｓ3-1乃至Ｓ3-(n-1)に替えて再生画面Ｓ4-2が表示される。再生画面Ｓ4-2

が表示されることによって、ユーザは、録画済みの特集番組を視聴することができる。
【００４８】
　なお、特集番組／キーワード目次画面Ｓ2には、特集の１つとして、録画済みの番組と
放送予定の番組の番組情報から抽出されたキーワードのランキングなども用意されている
。このランキングの表示が指示されたとき、TV２には、特集番組／キーワード目次画面Ｓ

2に替えてキーワードランキング画面Ｓ3-nが表示される。
【００４９】
　キーワードランキング画面Ｓ3-nから、そのとき表示しているカテゴリと異なるカテゴ
リのランキングを表示することが指示された場合、白抜き矢印Ａ3の先に示すように、TV
２には、キーワードランキング画面Ｓ3-nに替えて別カテゴリランキング画面Ｓ5-1が表示
される。
【００５０】
　一方、ランキングに挙がっているものの中から所定のキーワードが選択された場合、白
抜き矢印Ａ3の先に示すように、TV２には、キーワードランキング画面Ｓ3-nに替えて、選
択されたキーワードに関連する番組のリストの画面である番組リスト画面Ｓ5-2が表示さ
れる。
【００５１】
　また、特集番組／キーワード目次画面Ｓ2からは、所定の操作を行うことによって（オ
プションを指示することによって）、各種の設定を行う設定画面を表示させることができ
るようになされている。
【００５２】
　オプションが指示された場合、白抜き矢印Ａ4の先に示すように、TV２には、特集番組
／キーワード目次画面Ｓ2に替えて設定画面Ｓ6（特集番組／キーワード設定画面１）、ま
たは設定画面Ｓ7（特集番組／キーワード設定画面２）が表示される。ユーザは、例えば
、設定画面Ｓ6から、特集番組として特集番組／キーワード目次画面Ｓ2に特に挙げてほし
い番組のジャンルを選択することができ、設定画面Ｓ7から、自身の番組の視聴形態を選
択することができる。後述するように、ユーザにより設定された視聴形態によっても、特
集番組／キーワード目次画面Ｓ2に表示される特集の内容などが適宜変更される。
【００５３】
　次に、図２の各画面の詳細について適宜説明する。
【００５４】
　図３および図４は、図２のメニュー画面Ｓ1の例を示す図である。
【００５５】
　メニュー画面Ｓ1には、図３の点線で示すように、画面の横方向にそれぞれのカテゴリ
を表すアイコンであるカテゴリアイコン２１乃至２５が配列して表示される。また、図４
の点線で示すように、カテゴリアイコン２１乃至２５の配列方向と直交する縦方向に、ユ
ーザにより選択されているカテゴリに属するコンテンツを表すアイコンであるコンテンツ
アイコン（ビデオコンテンツアイコン３１乃至３４）が配列して表示される。なお、図３
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と図４の点線は、説明の便宜上付したものであり、メニュー画面Ｓ1に実際に表示される
ものではない。
【００５６】
　図３と図４の例においては、「フォト（Photo）」のカテゴリを表すカテゴリアイコン
２１、「ミュージック（music）」のカテゴリを表すカテゴリアイコン２２、「ビデオ（v
ideo）」のカテゴリを表すカテゴリアイコン２３、「テレビ（television）」のカテゴリ
を表すカテゴリアイコン２４、および、「ゲーム（game）」のカテゴリを表すカテゴリア
イコン２５が画面の左から右方向に配列して表示されている。
【００５７】
　すなわち、情報処理装置１は、録画済みの番組の再生などの、番組の録画に関する操作
を行うときに選択される機能である「ビデオ」機能、放送中の番組を視聴するときに選択
される機能である「テレビ」機能の他に、ディジタルカメラなどから取り込んだ画像（静
止画）を再生するときに選択される機能である「フォト」機能、内蔵のHDDに記憶してい
る音楽を再生するときに選択される機能である「ミュージック」機能、ゲームを行うとき
に選択される機能である「ゲーム」機能を有する。
【００５８】
　また、図３と図４の例においては、「ビデオ」がユーザにより選択され、「ビデオ」に
属するビデオコンテンツを表すアイコンであるコンテンツアイコン３１乃至３４が縦方向
に配列して表示されている。
【００５９】
　コンテンツアイコン３１乃至３４のうち、いま選択されているアイコンはコンテンツア
イコン３２であり、このコンテンツアイコン３２は、特集番組／キーワード目次画面を表
示するとき選択されるアイコンである。コンテンツアイコン３２の隣には「特集番組／キ
ーワード」の文字が表示されている。
【００６０】
　このようなメニュー画面Ｓ1において、ユーザは、基本的に、リモートコントローラの
横方向の操作（左右のボタン）でカテゴリを選択することができ、縦方向の操作（上下の
ボタン）で、選択しているカテゴリに属するコンテンツを選択することができる。
【００６１】
　ユーザによる操作に応じて、カテゴリアイコン２１乃至２５（カテゴリアイコン２１乃
至２５と、図３と図４では表示されていない他のカテゴリを表すカテゴリアイコン）と、
コンテンツアイコン３１乃至３４（コンテンツアイコン３１乃至３４と、図３と図４では
表示されていない他のコンテンツアイコン）は、それぞれ、その全体がまとめて移動して
表示される。
【００６２】
　例えば、「ビデオ」を選択している図３の状態で、ユーザが左ボタンを１回だけ押した
場合、カテゴリアイコン２１乃至２５全体が右方向に移動し、いまカテゴリアイコン２３
が表示されている位置にカテゴリアイコン２２が、カテゴリアイコン２２が表示されてい
る位置にカテゴリアイコン２１が表示される。
【００６３】
　同様に、いまカテゴリアイコン２４が表示されている位置にカテゴリアイコン２３が表
示され、カテゴリアイコン２５が表示されている位置にカテゴリアイコン２４が表示され
る。いまカテゴリアイコン２１が表示されている位置には、カテゴリアイコン２１の左隣
に配列される、図３と図４では表示されていない他のカテゴリのカテゴリアイコンが表示
される。
【００６４】
　これにより、「ビデオ」に替えて「ミュージック」が選択された状態になり、「ミュー
ジック」に属するオーディオコンテンツを表すコンテンツアイコンが縦方向に配列して表
示される。
【００６５】
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　一方、図３の状態でユーザが右ボタンを１回だけ押した場合、左ボタンを押した場合と
反対にカテゴリアイコン２１乃至２５全体が左方向に移動し、「テレビ」が選択された状
態になる。
【００６６】
　また、例えば、コンテンツアイコン３１乃至３４が表示されている図３の状態で、ユー
ザが上ボタンを１回だけ押した場合、コンテンツアイコン３１乃至３４全体が上方向に移
動し、いまコンテンツアイコン３１が表示されている位置にコンテンツアイコン３２が、
コンテンツアイコン３２が表示されている位置にコンテンツアイコン３３が表示される。
【００６７】
　同様に、いまコンテンツアイコン３３が表示されている位置にコンテンツアイコン３４
が表示され、コンテンツアイコン３４が表示されている位置に、コンテンツアイコン３４
の１つ下に配列される、図３と図４では表示されていないコンテンツアイコンが表示され
る。
【００６８】
　これにより、コンテンツアイコン３２が選択されていた状態から、コンテンツアイコン
３３が選択されている状態に切り替わる。このとき、コンテンツアイコン３３の隣には、
コンテンツアイコン３３により表されるビデオコンテンツのタイトル等が表示される。
【００６９】
　一方、図３の状態でユーザが下ボタンを１回だけ押した場合、上ボタンを押した場合と
反対にコンテンツアイコン３１乃至３４全体が下方向に移動し、コンテンツアイコン３１
が選択された状態になる。
【００７０】
　以上のようにしてカテゴリとコンテンツを選択し、リモートコントローラ１１の決定ボ
タンを操作することによって、ユーザは、そのとき選択しているコンテンツに対して行う
ことのできる操作のメニュー（サブメニュー）を表示させることができる。ユーザは、あ
るコンテンツを選択したときに表示されるサブメニューから、そのとき選択しているコン
テンツの再生、コピー、編集、削除等を選択することができる。
【００７１】
　図５は、図２の特集番組／キーワード目次画面Ｓ2の例を示す図である。
【００７２】
　特集番組／キーワード目次画面Ｓ2は、点線で示すように、特集番組／キーワード表示
領域４１と定番特集表示領域４２からなる。特集番組／キーワード表示領域４１は、特集
の内容と特集番組の情報が表示される領域であり、定番特集表示領域４２は、定番の特集
の内容が表示される領域である。
【００７３】
　図５の例においては、特集番組／キーワード表示領域４１には、「今日のこの人」、「
映画キャッチアップ」、「注目のドラマ」、「スペシャル」の４つの特集の内容が表示さ
れている。
【００７４】
　特集の内容は、上述したように、ユーザの嗜好、特集番組／キーワード目次画面Ｓ2の
表示タイミング、ユーザによる設定などに応じて選択されるものである。例えば、ユーザ
が映画やドラマ好きである場合、「映画キャッチアップ」、「注目のドラマ」の特集が選
択され、年末などのように、時期的にみて、２時間番組、３時間番組のように、スペシャ
ル番組が多く放送される時期である場合、「スペシャル」の特集が選択される。
【００７５】
　なお、特集番組／キーワード目次画面Ｓ2におけるそれぞれの特集の表示順も、それぞ
れの特集に対してユーザの嗜好などに応じて設定された優先度の高い順とされる。
【００７６】
　図５の例においては、「今日のこの人」の特集として、「『仲田由紀子』特集」が表示
されている。「仲田由紀子」は、例えば、録画済みの番組の出演者、放送予定の番組の出
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演者の中で、最も多く名前が挙がってきた人物の名前である。
【００７７】
　ユーザは、リモートコントローラ１１などを操作して「今日のこの人」の特集を選択す
ることによって、特集の詳細、すなわち、図５の例の場合、「『仲田由紀子』特集」の詳
細を確認することができる。「今日のこの人」の特集を選択したとき、TV２には、特集番
組／キーワード目次画面Ｓ2に替えて「仲田由紀子」が出演している番組のリストの画面
（特集番組紹介画面）が表示される。
【００７８】
　「今日のこの人」の特集の下には、「映画キャッチアップ」の特集が表示されており、
特集の内容に応じて選択された特集番組のタイトルとして「ダイバード」（映画）が表示
されている。このタイトルの下には、番組の概要である「高層ビルで靴忘れたり、飛び降
りたり．．．」が表示されている。これにより、ユーザは、特集の内容や特集番組のタイ
トルに併せて、その概要も確認することができる。
【００７９】
　「ダイバード」は、例えば、番組情報に、その番組が映画であることを表す情報が含ま
れている録画済みの番組、または放送予定の番組の中からユーザの嗜好などに基づいて選
択された映画である。また、番組の概要は、番組情報に基づいて表示されるものである。
【００８０】
　このような表示から、ユーザは、「映画キャッチアップ」の特集を選択することによっ
て、「ダイバード」の詳細を確認することができる（特集番組紹介画面を表示させること
ができる）。
【００８１】
　「映画キャッチアップ」の特集の下には、「注目のドラマ」の特集が表示されており、
特集の内容に応じて選択された特集番組のタイトルとして「夫婦」（ドラマ）が表示され
ている。このタイトルの下には、番組の概要である「夫婦の実像をコミカ．．．」が表示
されている。
【００８２】
　「夫婦」は、例えば、録画済みの番組の中から選択されたドラマであり、このように、
録画済みの番組については、番組の１シーンを表すサムネイル５１が、番組のタイトルや
概要を表す文字の近傍に表示される。サムネイル５１は、HDDに記憶されている録画済み
の番組のデータから取得されたデータに基づいて表示されたものである。
【００８３】
　なお、特集番組としてユーザに提示する番組が、録画済みの番組ではなく、所定の曜日
の決まった時間に録画を行う繰り返し予約が設定されている番組であって、特集番組／キ
ーワード目次画面Ｓ2の表示タイミングを基準として次の放送予定の番組である場合も同
様に、その、次の放送予定の番組の情報として、番組のタイトルと概要の文字の近傍に、
番組の１シーンを表すサムネイルが表示される。この場合、サムネイルを表示するための
データは、例えば、繰り返し予約によって既に録画済みの、同じ番組の前回放送分のデー
タから取得される。
【００８４】
　このように、文字だけではなくサムネイルも表示されるようにすることにより、ユーザ
は、番組の内容を直感的に確認することができる。
【００８５】
　このような表示から、ユーザは、「注目のドラマ」の特集を選択することによって、「
夫婦」の詳細を確認することができる。
【００８６】
　「注目のドラマ」の特集の下には、「スペシャル」の特集が表示されており、特集の内
容に応じて選択された特集番組のタイトルとして「MHK特集　奥様は魔女なのか？」が表
示されている。このタイトルの下には、番組の概要である「閉鎖寸前の工場を救った奥様
に、みな．．．」が表示されている。
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【００８７】
　「MHK特集　奥様は魔女なのか？」は、例えば、番組情報に、その番組がスペシャル番
組であることを表す情報が含まれている録画済みの番組、または放送予定の番組の中から
ユーザの嗜好などに基づいて選択されたスペシャル番組である。
【００８８】
　以上のような情報が表示される特集番組／キーワード表示領域４１の下に形成される定
番特集表示領域４２には、「キーワードランキング」と「音楽番組特集」の２つの特集の
内容が表示されている。この２つの特集は、ユーザの嗜好などに応じて内容が変更される
ことのない、特集番組／キーワード目次画面Ｓ2に常に表示される定番の特集である。
【００８９】
　ユーザは、「キーワードランキング」の特集を選択することによって、録画済みの番組
と放送予定の番組の番組情報から抽出されたキーワードのランキングの画面（図２のキー
ワードランキング画面Ｓ3-n）を表示させることができる。また、ユーザは、「音楽番組
特集」を選択することによって、番組情報に、その番組のジャンルが音楽であることを表
す情報が含まれている番組のリストの画面を表示させることができる。
【００９０】
　定番特集表示領域４２に表示される定番の特集の内容は、図５の２つに替えて、ユーザ
が自ら選択することができるようにしてもよい。
【００９１】
　図６は、図５の特集番組／キーワード目次画面Ｓ2から「注目のドラマ」の特集が選択
されたときに表示される図２の特集番組紹介画面Ｓ3-1の例を示す図である。
【００９２】
　特集番組紹介画面Ｓ3-1は領域６１と領域６２からなる。領域６１は、特集番組の情報
が表示される領域であり、領域６２は、特集番組に関連する番組の情報が表示される領域
である。
【００９３】
　図６の例においては、領域６１には、特集番組である「夫婦」の概要と、図５の特集番
組／キーワード目次画面Ｓ2に表示されていたものと同じサムネイル５１が表示されてい
る。
【００９４】
　また、領域６１には、「夫婦」の再生を指示するときに操作される再生ボタン７１も表
示されている。上述したように、図５の領域６１に表示されている特集番組である「夫婦
」は例えば録画済みの番組であり、ユーザは、再生ボタン７１を操作することによって、
その録画済みの「夫婦」を視聴することができる（図２の再生画面Ｓ4-2を表示させるこ
とができる）。
【００９５】
　一方、領域６２には、「夫婦」の、次回の放送分（特集番組／キーワード目次画面Ｓ2

の表示タイミングを基準として次回（１２月１日）の放送分）の概要と放送時間が、特集
番組に関連する番組の先取り情報として表示されている。すなわち、この例においては、
「夫婦」は、所定の曜日の決まった時間に放送される連続もののドラマとされている。
【００９６】
　また、領域６２には、次回の放送分の録画予約を設定するときに操作される録画予約ボ
タン７２も表示されている。ユーザは、録画予約ボタン７２を操作することによって、次
回の放送分の録画予約を設定することができるとともに、その設定の詳細を確認すること
ができる（図２の予約画面Ｓ4-1を表示させることができる）。
【００９７】
　図７は、図５の特集番組／キーワード目次画面Ｓ2から「キーワードランキング」の特
集を選択したときに表示される図２のキーワードランキング画面Ｓ3-nの例を示す図であ
る。
【００９８】



(12) JP 4776235 B2 2011.9.21

10

20

30

40

50

　図７のキーワードランキング画面Ｓ3-nに表示されているランキングのカテゴリは「人
名」であり、そのランキングには「仲田由紀子」、「和藤聡」、・・・が挙がっている。
ランキングに挙がっている人名は、例えば、録画済みの番組と放送予定の番組の出演者の
うち、出演している番組の数が多い人の名前である。
【００９９】
　ランキングに挙がっている人名の中から所定の人名を選択することによって、ユーザは
、その人が出演している番組のリスト（図２の番組リスト画面Ｓ5-2）を表示させること
ができる。
【０１００】
　なお、図７の例においては、表示するランキングのカテゴリを、「人名」から「組織名
」、「地名」などの別のカテゴリに変更することができるようになされている。例えば、
ランキングのカテゴリとして「組織名」が選択されたとき、TV２には、キーワードランキ
ング画面Ｓ3-nに替えて、組織名のランキング（図２の別カテゴリランキング画面Ｓ5-1）
が表示される。
【０１０１】
　図８は、図５の特集番組／キーワード目次画面Ｓ2からオプションが指示されたときに
表示される図２の設定画面Ｓ6の例を示す図である。
【０１０２】
　設定画面Ｓ6には、番組のジャンルである「ドラマ」、「バラエティ」、「ドキュメン
タリー」、・・・が表示されており、ユーザは、この中から、特集番組として特に特集番
組／キーワード目次画面Ｓ2に挙げてほしい番組のジャンルを選択することができる。図
８において、実線で囲まれているジャンルは、ユーザにより既に選択されているジャンル
を表し、点線で囲まれているジャンルは、ユーザによりまだ選択されていないジャンルを
表す。
【０１０３】
　設定画面Ｓ6から「ドラマ」が選択されたとき、例えば、図５に示すように、「注目の
ドラマ」の特集が特集番組／キーワード目次画面Ｓ2に高い確率で挙げられることになる
。
【０１０４】
　図９は、図５の特集番組／キーワード目次画面Ｓ2からオプションが指示されたときに
表示される図２の設定画面Ｓ7の例を示す図である。
【０１０５】
　設定画面Ｓ7には、「まとめて予約」、「毎日予約」、「毎日視聴」、「まとめて視聴
」の４つの視聴形態が表示されており、ユーザは、この中から、自分の視聴形態を選択す
ることができる。図９において、実線で囲まれている視聴形態は、ユーザにより選択され
ている視聴形態を表し、点線で囲まれている視聴形態は、ユーザにより選択されていない
視聴形態を表す。
【０１０６】
　例えば、「まとめて予約」が選択されたとき、特集番組／キーワード目次画面Ｓ2の表
示タイミングを基準として１週間後までに放送される番組などの、比較的、放送されるま
でに時間のある番組をも対象として、特集番組とする放送予定の番組の選択が行われる。
【０１０７】
　一方、「毎日予約」が選択されたとき、特集番組／キーワード目次画面Ｓ2の表示タイ
ミングを基準として次の日までに放送される番組などの、比較的、放送されるまでに時間
のない番組だけを対象として、特集番組とする放送予定の番組の選択が行われる。
【０１０８】
　また、「毎日視聴」が選択されたとき、特集番組／キーワード目次画面Ｓ2の表示タイ
ミングを基準として前の日から、いま（特集番組／キーワード目次画面Ｓ2の表示タイミ
ング）までに録画された番組などの、比較的、録画されてから時間が経過していない番組
だけを対象として、特集番組とする録画済みの番組の選択が行われる。
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【０１０９】
　一方、「まとめて視聴」が選択されたとき、特集番組／キーワード目次画面Ｓ2の表示
タイミングを基準として１週間前の日から、いま（特集番組／キーワード目次画面Ｓ2の
表示タイミング）までに録画された番組などの、比較的、録画されてから時間が経過して
いる番組をも対象として、特集番組とする録画済みの番組の選択が行われる。
【０１１０】
　これにより、ユーザは、自分の視聴形態にあう番組の中から特集番組が選択されるよう
に設定することができる。
【０１１１】
　次に、以上のような画面表示を実現する情報処理装置１の構成について説明する。
【０１１２】
　図１０は、情報処理装置１のハードウェア構成例を示すブロック図である。
【０１１３】
　CPU(Central Processing Unit)１０１は、ROM(Read Only Memory)１０３に記憶された
プログラムや、HDD１１８から、HDD I/F１１７およびバス１０４を介してRAM(Random Acc
ess Memory)１０２にロードされたプログラムを実行し、例えば、U/I制御部１０５により
受信されたユーザからの指示（リモートコントローラ１１からのコマンド）に応じて各部
の動作を制御する。
【０１１４】
　チューナ１０６は、CPU１０１による制御に従って、図示せぬアンテナからの放送信号
を受信し、受信信号を復調器１０７に出力する。
【０１１５】
　復調器１０７は、チューナ１０６から供給されてきた受信信号を復調し、所定のチャン
ネルで放送されてきたトランスポートストリームをTSデコーダ１０８に出力する。
【０１１６】
　TSデコーダ１０８は、CPU１０１による制御に従って、復調器１０７から供給されてき
たトランスポートストリームから所定のストリームをRAM１０９を用いて抽出し、抽出し
たストリームを構成するパケットをバス１０４上に、または、AVデコーダ１１０に出力す
る。バス１０４上に供給されたパケット（番組のデータ）は、例えば、HDD I/F１１７を
介してHDD１１８に供給され、記録される。また、TSデコーダ１０８により得られたEPGも
、適宜、HDD１１８に供給され、記録される。
【０１１７】
　AVデコーダ１１０は、TSデコーダ１０８から供給されてきたビデオデーダ（ビデオパケ
ット）とオーディオデータ（オーディオパケット）をRAM１１１を用いてデコードし、デ
コードして得られたオーディオ信号をMUX１１２に、ビデオ信号をMUX１１３にそれぞれ出
力する。
【０１１８】
　MUX１１２は、AVデコーダ１１０から供給されてきたオーディオ信号に対応する音声をT
V２のスピーカ２Ｂから出力させる。
【０１１９】
　MUX１１３は、AVデコーダ１１０から供給されてきたビデオ信号と、表示コントローラ
１１４から供給されてきたビデオ信号（OSD(On Screen Display)信号）に基づいて、所定
の画像（画面）をTV２のディスプレイ２Ａに表示させる。
【０１２０】
　表示コントローラ１１４は、CPU１０１による制御に従って、図５の特集番組／キーワ
ード目次画面Ｓ2のような画面をディスプレイ２Ｂに表示させるためのビデオ信号を生成
し、生成したビデオ信号をMUX１１３に出力する。
【０１２１】
　SIO(Serial I/O)コントローラ１１５は、高速モデム１３１を制御することによってイ
ンターネット１３２を介してWebサーバ１３３に接続し、EPGなどを必要に応じてダウンロ
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ードする。ダウンロードにより得られたEPGはHDD１１８に供給され、記憶される。
【０１２２】
　IEEE(Institute of Electrical and Electronics Engineers)1394 I/F１１６は、IEEE1
394ケーブルを介して接続されるビデオカメラ１３４からビデオデータを取り込む。
【０１２３】
　HDD I/F１１７は、バス１０４を介して供給されてきたデータをHDD１１８に記憶させる
とともに、要求に応じて、HDD１１８に記憶されているデータをバス１０４を介して各部
に供給する。
【０１２４】
　カードI/F１１９は、バス１０４を介して供給されてきたデータを、スロット１２０に
装着されたメモリカード１３５に記録させ、また、メモリカード１３５に記録されている
データを読み出してバス１０４上に出力する。
【０１２５】
　図１１は、情報処理装置１の機能構成例を示すブロック図である。図１１に示す機能部
のうちの少なくとも一部は、図１０のCPU１０１により所定のプログラムが実行されるこ
とによって実現される。
【０１２６】
　情報処理装置１は、元情報生成処理部１４１、情報記憶部１４２、および画面生成表示
処理部１４３から構成される。
【０１２７】
　元情報生成処理部１４１は、情報記憶部１４２に記憶されている各種の情報に重み付け
をするなどして、画面生成表示処理部１４３が特集番組／キーワード目次画面を表示する
ときに用いる情報を生成し、生成した情報を情報記憶部１４２に形成されている所定の記
憶部、データベースに記憶させる。
【０１２８】
　情報記憶部１４２は、番組情報、ユーザにより設定された録画予約の情報、録画済みの
番組のデータから取得されたサムネイルなどの各種の情報を記憶する。
【０１２９】
　画面生成表示処理部１４３は、情報記憶部１４２に記憶されている情報を用いて特集番
組／キーワード目次画面を表示するためのデータを生成し、生成したデータに基づいてTV
２に特集番組／キーワード目次画面を表示させる。
【０１３０】
　図１２は、元情報生成処理部１４１の構成例を示すブロック図である。なお、図１２に
は、情報記憶部１４２の構成の一部も示してある。図１２に示す構成のうち、点線で囲ま
れている構成が情報記憶部１４２の構成である。
【０１３１】
　キーワード辞書記憶部２２１は、番組の出演者の名前、番組のジャンル名などのキーワ
ードとなる単語の辞書を記憶する。
【０１３２】
　除外キーワード辞書記憶部２２２は、特集番組などを選択する上で用いることのできな
い単語がキーワードとして抽出されるのを防止するため、そのような単語を除外するため
の辞書を記憶する。
【０１３３】
　優先キーワード辞書記憶部２２３は、他の単語より優先させてキーワードとして扱う単
語の辞書を記憶する。
【０１３４】
　キーワードデータベース２２４は、キーワード抽出部２０１により抽出されたキーワー
ドを記憶する。キーワードデータベース２２４に記憶されたキーワードは、キーワードの
ランキングを生成するときなどに画面生成表示処理部１４３により参照される。
【０１３５】
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　キーワードデータベース２２４には、キーワードIDと、キーワード表記（キーワード）
、キーワード属性（人名、地名、組織名など）、キーワードの抽出元の番組情報（番組の
ジャンル、放送局、放送時間帯、新番組／最終回の識別情報、番組解説文の文字数などの
情報）が対応付けられたテーブルが格納される。
【０１３６】
　放送予定番組情報データベース２２５は、番組情報受信部２０８から供給されてきたEP
Gに含まれる番組情報を記憶する。
【０１３７】
　録画済番組情報データベース２２６は、録画済みの番組の番組情報を記憶する。ある番
組が録画されたとき、その番組の番組情報が放送予定番組情報データベース２２５からユ
ーザ番組操作処理部２０９により読み出され、ユーザ番組操作処理部２０９から供給され
てくる。
【０１３８】
　予約済番組情報データベース２２７は、録画予約が設定された番組の番組情報を記憶す
る。ある番組に対して録画予約が設定されたとき、その番組の番組情報が放送予定番組情
報データベース２２５からユーザ番組操作処理部２０９により読み出され、ユーザ番組操
作処理部２０９から供給されてくる。
【０１３９】
　放送予定番組情報データベース２２５、録画済番組情報データベース２２６、および予
約済番組情報データベース２２７には、番組IDと、番組名、ジャンル、放送局、放送時間
帯、新番組／最終回の識別情報、番組解説文（概要）の文字数などの番組情報が対応付け
られたテーブルが格納される。
【０１４０】
　操作履歴記憶部２２９は、操作履歴処理部２０２から供給されてきたユーザの操作履歴
を記憶する。操作履歴記憶部２２９には、例えば、ユーザからの操作に応じて録画された
番組の番組情報などの情報が記憶される。
【０１４１】
　ユーザ特集設定記憶部２３０は、例えば、図８の設定画面Ｓ6から設定されたジャンル
などのユーザの設定を記憶する。
【０１４２】
　ユーザ表示設定記憶部２３１は、例えば、図９の設定画面Ｓ7から設定されたユーザの
視聴形態を記憶する。
【０１４３】
　外部特集情報記憶部２３２は、放送波を介して取得された、または、図１０のWebサー
バ１３３からダウンロードされた、外部からの特集の情報を記憶する。例えば、年末の時
期には、２時間番組、３時間番組などのスペシャル番組から特集を生成することを指示す
るような情報が、外部からの特集の情報として取得される。このように、情報処理装置１
においては、あらかじめ用意されていない特集の情報などが、必要に応じて、外部から取
得される。
【０１４４】
　キーワード抽出部２０１は、キーワード辞書記憶部２２１、除外キーワード辞書記憶部
２２２、および優先キーワード辞書記憶部２２３に記憶されている辞書を参照し、放送予
定番組情報データベース２２５に記憶されている番組情報に含まれる単語の中から、特集
番組などを選択する上でキーワードとなりうる単語を抽出する。キーワード抽出部２０１
は、抽出した単語を、その単語を抽出した番組情報とともにキーワードデータベース２２
４に記憶させる。
【０１４５】
　操作履歴処理部２０２は、録画済番組情報データベース２２６と予約済番組情報データ
ベース２２７に記憶されている番組情報に基づいてユーザの操作内容を確認し、例えば、
どの番組を録画したのかを表す情報などの、ユーザの操作内容を表す情報を操作履歴とし
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て操作履歴記憶部２２９に記憶させる。
【０１４６】
　嗜好情報処理部２０３は、操作履歴記憶部２２９に記憶されている操作履歴と、ユーザ
特集設定記憶部２３０に記憶されている設定に基づいてユーザの嗜好を解析し、ユーザの
嗜好を表す情報を嗜好情報送信部２０６に出力する。
【０１４７】
　外部特集情報受信部２０４は、放送波を介して、または、Webサーバ１３３からダウン
ロードすることによって外部からの特集の情報を取得し、取得した特集の情報を外部特集
情報処理部２０５に出力する。
【０１４８】
　外部特集情報処理部２０５は、外部特集情報受信部２０４から供給されてきた情報を外
部特集情報記憶部２３２に記憶させる。
【０１４９】
　嗜好情報送信部２０６は、ユーザの嗜好情報を例えば図１０のWebサーバ１３３に送信
する。
【０１５０】
　ユーザ設定処理部２０７は、設定GUI処理部２１３から供給されてきた情報に基づいて
、ユーザ特集設定記憶部２３０またはユーザ表示設定記憶部２３１にユーザの設定を記憶
させる。設定GUI処理部２１３においては、図８または図９に示すような画面に対して行
われたユーザの設定が受け付けられ、受け付けられた設定の内容を表す情報がユーザ設定
処理部２０７に出力される。
【０１５１】
　番組情報受信部２０８は、放送波を介して、または、Webサーバ１３３からダウンロー
ドすることによってEPGを取得し、EPGに含まれる番組情報を放送予定番組情報データベー
ス２２５に記憶させる。
【０１５２】
　ユーザ番組操作処理部２０９は、ユーザにより番組の録画が行われたとき、その番組の
番組情報を放送予定番組情報データベース２２５から読み出し、読み出した番組情報を録
画済番組情報データベース２２６に記憶させたり、ユーザにより番組の録画予約が設定さ
れたとき、その番組の番組情報を放送予定番組情報データベース２２５から読み出し、読
み出した番組情報を予約済番組情報データベース２２７に記憶させたりする。また、ユー
ザ番組操作処理部２０９は、適宜、放送予定番組情報データベース２２５から読み出した
番組の情報を番組操作処理部２１１に出力する。
【０１５３】
　ユーザ番組操作UI処理部２１０は、リモートコントローラ１１から送信され、図１０の
U/I制御部１０５において受信されたコマンド等に基づいてユーザによる操作内容を確認
し、それを表す情報をユーザ番組操作処理部２０９に出力する。
【０１５４】
　番組操作処理部２１１は、ユーザ番組操作処理部２０９から供給されてきた番組情報を
サムネイル抽出／登録部２１２に出力する。
【０１５５】
　サムネイル抽出／登録部２１２は、番組操作処理部２１１から供給されてきた番組情報
に基づいて、録画された番組、録画予約が設定された番組を識別し、識別した番組のサム
ネイルを、記録済みの番組のデータ（記録画像ストリーム）から取得する。サムネイル抽
出／登録部２１２により取得されたサムネイルはサムネイルデータベース２２８に登録さ
れ、適宜、特集番組／キーワード目次画面に表示するために用いられる。
【０１５６】
　設定GUI処理部２１３は、図８または図９に示すような設定画面に対して行われたユー
ザの設定を受け付け、受け付けた設定の内容を表す情報をユーザ設定処理部２０７に出力
する。
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【０１５７】
　図１３は、画面生成表示処理部１４３の構成例を示すブロック図である。図１２に示す
ものと同じ構成には同じ符号を付してあり、重複する説明については適宜省略する。なお
、図１３にも情報記憶部１４２の構成の一部を示してある。図１３に示す構成のうち、点
線で囲まれている構成が情報記憶部１４２の構成である。
【０１５８】
　キーワードランキング条件記憶部２７１は、キーワードランキングを生成するときに参
照されるキーワードランキング条件を記憶する。
【０１５９】
　キーワードランキング条件により、例えば、人名のキーワードのランキングを生成する
ことや、地名のキーワードのランキングを生成することが指定される。また、トレンドの
人名のランキングを生成する場合、例えば、１週間前に求められた数と比較して、出演者
などとして登場する番組の数の増加分の多い人名の順に並べてキーワードランキングを生
成することが指定される。
【０１６０】
　特集キーワード検索条件記憶部２７２は、特集キーワード（例えば、図５の「今日のこ
の人」の特集でキーワードとされている「仲田由紀子」）を検索するときに参照される特
集キーワード検索条件を記憶する。特集キーワード検索条件により、例えば、人名の単語
を検索することや、地名の単語を検索することが指定される。
【０１６１】
　特集キーワード優先付け条件記憶部２７３は、特集キーワードに優先度を設定するとき
に参照される特集キーワード優先付け条件を記憶する。この特集キーワード優先付け条件
に従って、特集キーワード検索条件に合致するものとして検索された特集キーワードに付
加するスコアが決定される。スコアは、それぞれの特集キーワードの優先度を表すもので
あり、優先度の最も高い特集キーワードが、例えば、図５でいう「仲田由紀子」のように
、ある特集のキーワードとして選択される。
【０１６２】
　特集番組検索条件記憶部２７４は、特集番組を検索するときに参照される特集番組検索
条件を記憶する。
【０１６３】
　例えば、特集番組検索条件により、番組のジャンルが「ドラマ」である番組を検索する
ことが指定される。また、新番組（新たに放送が開始された番組）の特集を生成する場合
、新番組であることを表す情報が番組情報に含まれている番組を検索することが指定され
、クリスマスの特集を生成する場合、「クリスマス」、「サンタ」、「プレゼント」の単
語を番組の概要に含む番組を検索することが指定される。
【０１６４】
　展開辞書記憶部２７５は、特集番組を検索するときに参照される展開辞書を記憶する。
展開辞書には、ある単語と、その単語を異なる表記で表した場合の対応付け（木田達也→
木田たつや）、俗称（木田達也→キダタク）、誤記（木田達也→木田達哉）、所属組織名
（木田達也→木田クインテット）などが記述される。
【０１６５】
　特集番組優先付け条件記憶部２７６は、特集番組に優先度を設定するときに参照される
特集番組優先付け条件を記憶する。この特集番組優先付け条件に従って、特集番組検索条
件に合致するものとして検索された番組に付加するスコアが決定される。決定されたスコ
アは、それぞれの特集番組の優先度を表すものであり、優先度の最も高い特集番組が、例
えば、図５でいう「夫婦」のように、特集番組／キーワード目次画面に表示される特集番
組として決定される。
【０１６６】
　特集優先付け条件記憶部２７７は、それぞれの特集に優先度を設定するときに参照され
る特集優先付け条件を記憶する。
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【０１６７】
　例えば、特集優先付け条件により、特集番組／キーワード目次画面の表示タイミングが
１２月１日から２５日の間である場合には、「クリスマス」特集に最も高い優先度を設定
することや、番組編成の改編時期である場合には、「新番組」特集に最も高い優先度を設
定することが指定される。
【０１６８】
　表示画面記憶部２７８は、表示レイアウト処理部２５９により生成された特集番組／キ
ーワード目次画面のデータを記憶する。
【０１６９】
　キーワードランキング演算部２５１は、キーワードランキング条件記憶部２７１に記憶
されているキーワードランキング条件に基づいて、キーワードデータベース２２４に記憶
されているそれぞれのキーワードを、記憶されている数が多い順に並べることによってキ
ーワードランキングを生成する。
【０１７０】
　例えば、キーワードランキング条件により、出演者として登場する番組の数の多い人名
の順に並べてキーワードランキングを生成することが指定されている場合、図７に示すよ
うなランキングが生成される。キーワードランキング演算部２５１により生成されたラン
キングは特集優先付け処理部２５８に出力される。
【０１７１】
　特集キーワード検索部２５２は、特集キーワード検索条件記憶部２７２に記憶されてい
る特集キーワード検索条件に合致する単語を、キーワードデータベース２２４に記憶され
ているキーワード（単語）、放送予定番組情報データベース２２５、録画済番組情報デー
タベース２２６、および予約済番組情報データベース２２７に記憶されている番組情報に
含まれている単語の中から検索する。
【０１７２】
　例えば、特集キーワード検索条件により人名の単語を検索することが指定されている場
合、キーワードの属性が人名である「仲田由紀子」、「木村卓也」などの単語が特集キー
ワードとして取得される。また、特集キーワード検索条件により地名の単語を検索するこ
とが指定されている場合、キーワードの属性が地名である「京都」、「イラク」、「北朝
鮮」などの単語が特集キーワードとして取得され、特集キーワード検索条件により組織名
の単語を検索することが指定されている場合、キーワードの属性が組織名である「ソニー
」などが特集キーワードとして取得される。
【０１７３】
　特集キーワード検索部２５２により取得された特集キーワードは特集キーワード優先付
け処理部２５３に出力される。
【０１７４】
　特集キーワード優先付け処理部２５３は、特集キーワード優先付け条件記憶部２７３に
記憶されている特集キーワード優先付け条件、嗜好情報処理部２５６から供給されてきた
ユーザの嗜好情報、および、表示日時取得部２５７から供給されてきた特集番組／キーワ
ード目次画面の表示日時（表示タイミング）に基づいて、特集キーワード検索部２５２か
ら供給されてきた特集キーワードにスコアを付加する。
【０１７５】
　例えば、特集番組／キーワード目次画面に特に表示させる特集番組のジャンルとして「
ドラマ」がユーザにより設定されていることが、嗜好情報処理部２５６から供給されてき
た嗜好情報により指定されている場合、「ドラマ」の番組の番組情報から抽出された数の
多い特集キーワードから順に、１０点、９点、８点．．．のスコアを付加することが特集
キーワード優先付け条件により指定される。
【０１７６】
　また、特集番組／キーワード目次画面の表示日を基準として、過去１日以内に放送され
た番組の番組情報から抽出された特集キーワード、または、未来１日以内に放送予定の番
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組の番組情報から抽出された特集キーワードに対しては１０点を加算し、特集番組／キー
ワード目次画面の表示日を基準として放送日が１日離れる毎に、その番組の番組情報から
抽出された特集キーワードに２点ずつ減らしたスコアを付加することが特集キーワード優
先付け条件により指定される。
【０１７７】
　特集キーワード優先付け処理部２５３によりスコアが付加された特集キーワードは特集
優先付け処理部２５８に出力される。
【０１７８】
　特集番組検索部２５４は、展開辞書記憶部２７５に記憶されている展開辞書を必要に応
じて参照し、特集番組検索条件記憶部２７４に記憶されている特集番組検索条件に合致し
た番組を放送予定番組情報データベース２２５、録画済番組情報データベース２２６、お
よび予約済番組情報データベース２２７に記憶されている番組の中から検索する。
【０１７９】
　例えば、特集番組検索条件により、番組のジャンルが「ドラマ」である番組を検索する
ことが指定されている場合、特集番組検索部２５４は、放送予定番組情報データベース２
２５、録画済番組情報データベース２２６、および予約済番組情報データベース２２７に
記憶されている番組の中から、番組のジャンルが「ドラマ」である番組を特集番組として
取得する。
【０１８０】
　特集番組検索部２５４により取得された特集番組の番組情報は特集番組優先付け処理部
２５５に出力される。
【０１８１】
　特集番組優先付け処理部２５５は、特集番組優先付け条件記憶部２７６に記憶されてい
る特集番組優先付け条件、嗜好情報処理部２５６から供給されてきたユーザの嗜好情報、
および、表示日時取得部２５７から供給されてきた特集番組／キーワード目次画面の表示
日時に基づいて、特集番組検索部２５４により取得された特集番組にスコアを付加する。
【０１８２】
　例えば、番組の概要の文字数が１０文字以上である場合には１０点のスコアを付加し、
１０文字以下である場合には０点のスコアを付加することが特集番組優先付け条件により
指定される。
【０１８３】
　また、番組の放送開始時刻が１８：００から２２：００の間である場合には１０点のス
コアを付加し、０７：００から１８：００の間であるか、または２２：００から２５：０
０の間である場合には５点のスコアを付加することが特集番組優先付け条件により指定さ
れる。
【０１８４】
　特集番組優先付け処理部２５５によりスコアが付加されたそれぞれの特集番組の情報は
特集優先付け処理部２５８に出力される。
【０１８５】
　嗜好情報処理部２５６は、操作履歴記憶部２２９に記憶されている操作履歴、ユーザ特
集設定記憶部２３０に記憶されているユーザの設定、および、外部特集情報記憶部２３２
に記憶されている外部からの特集情報に基づいてユーザの嗜好を解析し、ユーザの嗜好を
表す情報を特集キーワード優先付け処理部２５３、特集番組優先付け処理部２５５、およ
び特集優先付け処理部２５８のそれぞれに出力する。
【０１８６】
　表示日時取得部２５７は、特集番組／キーワード目次画面を表示する日時を特集キーワ
ード優先付け処理部２５３、特集番組優先付け処理部２５５、および特集優先付け処理部
２５８のそれぞれに出力する。
【０１８７】
　特集優先付け処理部２５８は、通常、特集キーワード優先付け処理部２５３から供給さ
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れてきた特集キーワードのそれぞれに付加されているスコアと、特集番組優先付け処理部
２５５から供給されてきた特集番組のそれぞれに付加されているスコアを参照し、より高
いスコアが付加されている所定の数の特集キーワードと特集番組の特集を選択する。
【０１８８】
　例えば、特集キーワード優先付け処理部２５３から供給されてきた特集キーワードであ
る「仲田由紀子」に高いスコアが付加されている場合、その特集キーワードの特集である
「今日のこの人」の特集が、特集番組／キーワード目次画面に表示する特集として選択さ
れる。また、特集番組優先付け処理部２５５から供給されてきた特集番組である「夫婦」
に高いスコアが付加されている場合、その番組の特集である「ドラマ特集」が、特集番組
／キーワード目次画面（特集番組／キーワード表示領域４１）に表示する特集として選択
される。
【０１８９】
　すなわち、情報処理装置１には番組の特集を生成するための複数の条件があらかじめ用
意されており、基本的には、その中から、特集番組／キーワード目次画面に表示される特
集が選択される。
【０１９０】
　なお、特集優先付け処理部２５８は、適宜、特集優先付け条件記憶部２７７に記憶され
ている特集優先付け条件や、ユーザ表示設定記憶部２３１に記憶されている設定に従って
特集を選択する。上述したように、例えば、特集番組／キーワード目次画面の表示タイミ
ングが１２月１日から２５日の間である場合、「クリスマス」特集に対して最も高い優先
度を設定し、「クリスマス」特集を、特集番組／キーワード目次画面に表示する特集とし
て選択することが特集優先付け条件により指定される。
【０１９１】
　特集優先付け処理部２５８により選択された特集と、それぞれの特集のスコア（特集キ
ーワード、特集番組に付加されていたスコア）を表す情報は表示レイアウト処理部２５９
に出力される。また、キーワードランキング演算部２５１により得られたキーワードラン
キングの情報などの、定番の特集を表示するための情報も、特集優先付け処理部２５８か
ら表示レイアウト処理部２５９に出力される。
【０１９２】
　表示レイアウト処理部２５９は、特集優先付け処理部２５８により選択された特集番組
の情報などをキーワードデータベース２２４乃至サムネイルデータベース２２８から取得
し、定番の特集も含めて、それぞれの特集の表示レイアウトを特集優先付け処理部２５８
から供給されてきた特集のスコアに基づいて決定する。
【０１９３】
　例えば、スコアの高い特集が目立つように、それぞれの特集の内容と特集番組のタイト
ルなどを表示するための文字のフォント（文字の大きさ、ボールド／イタリックなどの字
体）、色、配置などが決定され、特集番組／キーワード目次画面を表示するための画面デ
ータが生成される。
【０１９４】
　表示レイアウト処理部２５９により生成された画面データは表示画面記憶部２７８に供
給され、記憶される。表示画面記憶部２７８に記憶された画面データに基づいて、設定GU
I処理部２１３により特集番組／キーワード目次画面が表示される。
【０１９５】
　次に、情報処理装置１の動作について説明する。
【０１９６】
　はじめに、図１４のフローチャートを参照して、情報処理装置１の画面表示処理につい
て説明する。
【０１９７】
　ステップＳ１において、CPU１０１は、番組情報（EPG）の取得中であるか否かを判定し
、取得中ではないと判定するまで待機する。番組情報の取得は、電源がオフ状態（待機状
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態）のときにも所定の周期で繰り返し行われる。取得された番組情報は、元情報生成処理
部１４１の番組情報受信部２０８（図１２）により放送予定番組情報データベース２２５
に記憶される。
【０１９８】
　CPU１０１は、ステップＳ１において、番組情報の取得中ではないと判定した場合、ス
テップＳ２に進み、電源をオンにする（電源を投入し、低消費電力で駆動する待機状態を
解除する）ことが指示されたか否かを判定する。
【０１９９】
　例えば、リモートコントローラ１１の電源ボタンが押されたことから、ステップＳ２に
おいて、電源をオンにすることが指示されたと判定した場合、CPU１０１は、ステップＳ
３に進み、画面データの生成処理を行う。画面データの生成処理の詳細については図１６
のフローチャートを参照して後述する。
【０２００】
　画面データが生成されたとき、ステップＳ４において、CPU１０１（画面生成表示処理
部１４３の設定GUI処理部２１３（図１３））は、特集番組／キーワード目次画面をTV２
に表示させ、その後、ステップＳ１以降の処理を繰り返し行う。
【０２０１】
　一方、ステップＳ２において、電源をオンにすることが指示されていないと判定した場
合、CPU１０１は、ステップＳ５に進み、特集番組／キーワード目次画面の呼び出しが選
択されたか否か（メニュー画面Ｓ1から、特集番組／キーワード目次画面を表示する操作
が行われたか否か）を判定する。
【０２０２】
　CPU１０１は、ステップＳ５において、特集番組／キーワード目次画面の呼び出しが選
択されたと判定した場合、ステップＳ３に進み、画面データの生成処理を行う。また、CP
U１０１は、ステップＳ５において、そのような呼び出しが行われていないと判定した場
合、ステップＳ１に戻り、それ以降の処理を行う。
【０２０３】
　以上の処理により、ユーザが電源をオンにしたとき、または、メニュー画面Ｓ1からア
イコンを選択するなどの所定の操作を行ったときに画面データが生成され、生成された画
面データに基づいて特集番組／キーワード目次画面が表示される。
【０２０４】
　次に、図１５のフローチャートを参照して、情報処理装置１の他の画面表示処理につい
て説明する。
【０２０５】
　この処理においては、画面データの生成は、ユーザにより電源のオンが指示されたとき
やメニュー画面Ｓ1から特集番組／キーワード目次画面の表示が指示されたときに行われ
るのではなく、新たな番組情報が取得されたときやユーザの設定が変更されたとき、すな
わち、ユーザからの指示がある前にあらかじめ行われる。
【０２０６】
　ステップＳ１１において、CPU１０１は、番組情報の取得中であるか否かを判定し、取
得中ではないと判定するまで待機する。
【０２０７】
　CPU１０１は、ステップＳ１１において、番組情報の取得中ではないと判定した場合、
ステップＳ１２に進み、新たな番組情報が取得されたか否かを判定する。
【０２０８】
　CPU１０１は、ステップＳ１２において、新たな番組情報が取得されたと判定した場合
、ステップＳ１３に進み、画面データの生成処理を行う。ここで行われる画面データの生
成処理の詳細についても図１６のフローチャートを参照して後述する。ステップＳ１３に
おいて画面データの生成処理が行われた後、ステップＳ１１に戻り、それ以降の処理が繰
り返し行われる。
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【０２０９】
　一方、ステップＳ１２において、新たな番組情報が取得されていないと判定した場合、
ステップＳ１４に進み、CPU１０１は、電源をオンにすることが指示されたか否かを判定
する。
【０２１０】
　ステップＳ１４において、CPU１０１は、電源をオンにすることが指示されたと判定し
た場合、ステップＳ１５に進み、あらかじめ生成しておいた画面データに基づいて特集番
組／キーワード目次画面をTV２に表示させる。その後、ステップＳ１１に戻り、それ以降
の処理が繰り返し行われる。
【０２１１】
　CPU１０１は、ステップＳ１４において、電源をオンにすることが指示されていないと
判定した場合、ステップＳ１６に進み、上述したような図８や図９の画面から、設定の変
更がユーザにより行われたか否かを判定する。
【０２１２】
　ステップＳ１６において、CPU１０１は、設定の変更が行われたと判定した場合、ステ
ップＳ１３に進み、変更後の設定に応じて画面データの生成処理を行う。
【０２１３】
　ステップＳ１６において、CPU１０１は、設定の変更が行われていないと判定した場合
、ステップＳ１７に進み、特集番組／キーワード目次画面の呼び出しが選択されたか否か
を判定する。
【０２１４】
　CPU１０１は、ステップＳ１７において、特集番組／キーワード目次画面の呼び出しが
選択されていないと判定した場合、ステップＳ１１以降の処理を繰り返し実行し、一方、
特集番組／キーワード目次画面の呼び出しが選択されたと判定した場合、ステップＳ１５
に進み、生成しておいた画面データに基づいて特集番組／キーワード目次画面をTV２に表
示させる。
【０２１５】
　このように、新たな番組情報が取得されたとき、または、ユーザにより設定が変更され
たときに画面データが生成されるようにすることにより、そのとき情報処理装置１が有し
ている最新の番組情報で、または、最新のユーザの設定の内容で画面データの生成を行う
ことができる。
【０２１６】
　次に、図１６のフローチャートを参照して、図１４のステップＳ３、または図１５のス
テップＳ１３において行われる画面データの生成処理について説明する。
【０２１７】
　ステップＳ３１において、画面生成表示処理部１４３の特集キーワード検索部２５２（
図１３）は、特集キーワード検索条件記憶部２７２に記憶されている特集キーワード検索
条件に合致する単語を検索する特集キーワード検索処理を行い、取得した特集キーワード
を特集キーワード優先付け処理部２５３に出力する。
【０２１８】
　ステップＳ３２において、特集キーワード優先付け処理部２５３は、特集キーワード検
索部２５２により取得された特集キーワードにスコアを付加する特集キーワード条件／特
集キーワード優先付け処理を行い、スコアが付加された特集キーワードを特集優先付け処
理部２５８に出力する。
【０２１９】
　ステップＳ３３において、特集番組検索部２５４は、特集番組検索条件記憶部２７４に
記憶されている特集番組検索条件に合致した番組を検索する特集番組検索処理を行い、取
得した特集番組の番組情報を特集番組優先付け処理部２５５に出力する。
【０２２０】
　ステップＳ３４において、特集番組優先付け処理部２５５は、特集番組検索部２５４に
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より取得された特集番組にスコアを付加する特集番組検索条件／特集番組優先付け処理を
行い、スコアが付加された特集番組を特集優先付け処理部２５８に出力する。
【０２２１】
　ステップＳ３５において、キーワードランキング演算部２５１は、キーワードランキン
グ条件記憶部２７１に記憶されているキーワードランキング条件に基づいてキーワードラ
ンキングを生成するキーワードランキング生成処理を行い、生成されたキーワードランキ
ングの情報を特集優先付け処理部２５８に出力する。
【０２２２】
　ステップＳ３６において、特集優先付け処理部２５８は、特集優先付け条件記憶部２７
７に記憶されている特集優先付け条件を適宜参照し、特集キーワード優先付け処理部２５
３から供給されてきた特集キーワードに付加されているスコアと、特集番組優先付け処理
部２５５から供給されてきた特集番組に付加されているスコアに基づいてそれぞれの特集
の優先付け（特集番組／キーワード目次画面に表示させる特集の選択）を行う特集優先付
け処理を行う。特集優先付け処理部２５８により選択された特集と、それぞれの特集のス
コアを表す情報は表示レイアウト処理部２５９に出力される。
【０２２３】
　ステップＳ３７において、表示レイアウト処理部２５９は、特集優先付け処理部２５８
により選択された特集のレイアウトを決定することによって画面データを生成し、ステッ
プＳ３７において、生成した画面データ（表示レイアウト）を表示画面記憶部２７８に記
憶させる。
【０２２４】
　その後、処理は図１４のステップＳ３、または図１５のステップＳ１３に戻り、それ以
降の処理が行われる。
【０２２５】
　以上においては、図５に示すような特集番組／キーワード目次画面がディジタル録画機
器である情報処理装置１により表示されるものとしたが、録画機能を有していない、例え
ば、テレビジョン受像機などにより表示されるようにしてもよい。この場合、特集番組／
キーワード目次画面には、EPGに含まれる番組情報に基づいて放送予定の番組が特集番組
として選択され、選択された番組の情報が表示される。
【０２２６】
　また、特集番組として挙げられる番組は放送番組に限らず、ネットワークを介してダウ
ンロードされるコンテンツ（番組）、ストリーミングにより視聴可能なコンテンツであっ
てもよい。
【０２２７】
　さらに、以上においては、録画済みの番組、または放送予定の番組の中から特集番組が
選択されたり、それらの番組から特集キーワードが選択されたりするものとしたが、過去
に放送された番組や番組情報の中から選択されるようにしてもよい。
【０２２８】
　上述した一連の処理は、ハードウェアにより実行させることもできるが、ソフトウェア
により実行させることもできる。
【０２２９】
　一連の処理をソフトウェアにより実行させる場合には、そのソフトウェアを構成するプ
ログラムが、専用のハードウェアに組み込まれているコンピュータ、または、各種のプロ
グラムをインストールすることで、各種の機能を実行することが可能な、例えば、汎用の
パーソナルコンピュータなどに、ネットワークや記録媒体からインストールされる。
【０２３０】
　この記録媒体は、装置本体とは別に、ユーザにプログラムを提供するために配布される
、プログラムが記録されている図１０のカードメモリ１３５、磁気ディスク（フレキシブ
ルディスクを含む）、光ディスク（CD-ROM(Compact Disk-Read Only Memory)，DVD(Digit
al Versatile Disk)を含む）、光磁気ディスク（MD（登録商標）(Mini-Disk)を含む）な
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、プログラムが記録されているROM１０３やHDD１１８などで構成される。
【０２３１】
　なお、本明細書において、各ステップは、記載された順序に従って時系列的に行われる
処理はもちろん、必ずしも時系列的に処理されなくとも、並列的あるいは個別に実行され
る処理をも含むものである。
【図面の簡単な説明】
【０２３２】
【図１】本発明を適用した情報処理装置と、情報処理装置と接続されるテレビジョン受像
機の外観の例を示す図である。
【図２】情報処理装置により表示される画面の遷移の例を示す図である。
【図３】メニュー画面の例を示す図である。
【図４】メニュー画面の例を示す図である。
【図５】特集番組／キーワード目次画面の表示例を示す図である。
【図６】特集番組紹介画面の表示例を示す図である。
【図７】キーワードランキング画面の表示例を示す図である。
【図８】特集番組／キーワード設定画面１の表示例を示す図である。
【図９】特集番組／キーワード設定画面２の表示例を示す図である。
【図１０】情報処理装置のハードウェア構成例を示すブロック図である。
【図１１】情報処理装置の機能構成例を示すブロック図である。
【図１２】図１１の元情報生成処理部の構成例を示すブロック図である。
【図１３】図１１の画面生成表示処理部の構成例を示すブロック図である。
【図１４】情報処理装置の画面表示処理について説明するフローチャートである。
【図１５】情報処理装置の他の画面表示処理について説明するフローチャートである。
【図１６】図１４のステップＳ３、または図１５のステップＳ１３において行われる特集
番組／キーワード目次画面生成処理について説明するフローチャートである。
【符号の説明】
【０２３３】
　１　情報処理装置，　２　TV，　１４１　元情報生成処理部，　１４２　情報記憶部，
　１４３　画面生成表示処理部，　２２４　キーワードデータベース，　２２５　放送予
定番組情報データベース，　２２６　録画済番組情報データベース，　２２７　予約済番
組情報データベース，　２２８　サムネイルデータベース，　２５１　キーワードランキ
ング演算部，　２５２　特集キーワード検索部，　２５３　特集キーワード優先付け処理
部，　２５４　特集番組検索部，　２５５　特集番組優先付け処理部，　２５６　嗜好情
報処理部，　２５７　表示日時取得部，　２５８　特集優先付け処理部，　２５９　表示
レイアウト処理部
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